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京style
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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～子供の行事～

七五三や端午の節句のような子供の成長を祝う行事は全国にありますが、

京都には古くから伝わる行事がほかにもあります。年齢の節目に行われるもの

としては、数え年で１３歳になった子供が虚空蔵菩薩にお参りし、智恵や福徳を

授けてもらう「十三詣り」が知られています。また、上賀茂地域では数え年で

15〜１６歳を迎えた男子が、大人の仲間入りをしたことを氏神様に報告し祝って

もらう「幸在祭」という昔ながらの成人の儀式が伝わる地域もあります。古くから

火伏せにご利益があると言われる愛宕神社の「三歳詣り」は、子供が３歳までに

お参りすると、一生火除けのご利益があるといわれています。夏の風物詩、８月の

「地蔵盆」は、地蔵菩薩の縁日である８月２４日頃に行われ、お地蔵様に町内や

子供の安全を祈願します。また、生後１００日頃に、赤ちゃんが一生食べ物に

困らないようにと行う「食べ初め」は、平安時代にも行われていた儀式です。

京都では「先に延ばした分だけ長生きできる」という言い伝えから、生後１２０日

以降に行うこともあります。大人が子供の成長を願うのは、昔も今も同じです。


